
令和4年度　施設分析シート

Ⅰ施設の概要
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Ⅱ管理運営の状況

Ⅲ財務諸表 （単位：千円）

正味財産の部合計

備
考

施設コード S10-05-01

併設施設

177.5㎡
562.9㎡

施
設
基
本
デ
ー

タ
等

指
定
管
理

に
係
る
費

用
等

子育て交流サロン年間利用者数（人）

サークル室年間利用回数（回）

年間開館日数（日）

4階及び5階貸室年間利用者数（人）

サークル室年間昼食利用者数（人）

359

令和元年度
10,250
3,879

890
300
348

平成30年度
13,264
4,178
756
283
325

―

一般区民、在宅育児家庭の親子等
午前8時30分～午後5時15分（但し、4階及び5階貸室の貸出時間は午前9時～午後9時45分）
土日祝日、年末年始（但し、4階及び5階貸室のは年末年始を除き貸出し）

令和4年度（見込み）

5,500
3,500

0
10

359

令和3年度
5,378
3,290

0
8

359

令和2年度
7,931
3,920

0
56

0 0

使用料及び手数料 186

0 0

0

R2年度 R3年度

10人 0人

施設の履歴 時期 建築費
(単位:千円)

財源内容（単位：千円）
国・都 区債 一般財源

施設名 子育て支援課分室・宮地ひろば館複合施設
所在地 荒川五丁目12番10号
部課名 子ども家庭部子育て支援課

竣工年月日 昭和58年9月20日 区職員 その他

125,360
増改築① 平成18年 72,266 0 0 72,266
建築

対象者

運営時間等
運営時間
休日

事業内容

駐輪場の状況

管理形態

昭和58年 145,360 20,000 0

増改築②

面積
敷地面積
延床面積

設置目的・経緯
区民が安心して子どもを生み育てることができる家庭環境及
び地域社会の形成に寄与

供用開始年月日
構造 ＲＣ造 階層 地上6階

関連部署
根拠法令等
設置条例

荒川区区民ひろば館条例

駐車場の状況

平成18年4月1日 職員数

0

▲ 28 国庫支出金 0

0 行政収入合計(a) 186

199
0

分担金及び負担金 0 0 0
補助費等 2 0 ▲ 2

不納欠損・貸倒引当金繰入額 0

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 R2年度 R3年度 差額 勘定科目 R2年度 R3年度 差額

維持補修費 2,215 544 ▲ 1,671 都支出金 0 0 0

地方税等 0 0 0
物件費 3,728 3,700

13
減価償却費 3,925 145 ▲ 3,780 その他 0 0

その他の流動負債 0

特別収支差額(f)-(g)=(h) 0 0 0 当期収支差額(e)+(h) ▲ 65,787 ▲ 76,878 ▲ 11,091
特別費用(g) 0 0 0 特別収入(f) 0

0 0
行政費用合計(b) 65,973 77,077 11,104 通常収支差額(c)+(d)=(e) ▲ 65,787 ▲ 76,878 ▲ 11,091
その他行政費用 0 金融収支差額(d) 0

行
政
費
用

給与関係費

0 0

貸
借
対
照
表

勘定科目 R2年度 R3年度 差額 勘定科目

その他の流動資産 0 0 0 特別区債 0 0 0

固
定
資
産

有形固定資産 89,945 89,800 ▲ 145 賞与引当金

3,107 35

4,905

3,072 3,107 35
土地 89,800 89,800 0

28,197 33,137

差額
流
動
資
産

収入未済 0 0 0 流動負債 3,072

0 0
工作物等 0 0 0 退職給与引当金 25,125 30,030 4,905
建物減価償却累計額 ▲ 145,215 ▲ 145,360 ▲ 145 特別区債 0

不納欠損引当金 0 0 0 還付未済金 0

0
建物 145,360 145,360 0 固定負債 25,125 30,030

56,663 ▲ 5,085
その他の固定資産 0 0 0 61,748 56,663 ▲ 5,085
建設仮勘定 0 0 0 正味財産 61,748

0 0
無形固定資産 0 0 0 負債の部合計 4,940

工作物等減価償却累計額 0 0 0 その他の固定負債 0

89,800 ▲ 145資産の部合計 89,945 89,800 ▲ 145 負債及び正味財産の部合計 89,945

備
考

　行政費用は、給与関係費と光熱水費などの物件費、建物修繕などの維持補修費で構成されている。前年度と比較して、給
与関係費が増加しているのは、施設職員が増員したことによるものである。行政収入は、貸室の施設使用料である。固定資
産（建物）の取得額と減価償却費累計額との対比で、施設の老朽化が進んでいることがわかる。

賞与・退職給与引当金繰入額

0 0

199 13
3,072 10,874 7,802 行政収支差額(a)-(b)=(c) ▲ 65,787 ▲ 76,878 ▲ 11,091

0

まで
から

きらきら子育て交流サロンの運営、宮地ひろば館の運営、保育施設等への指導検査業務、施設の管理業務　等

―

53,031 61,814 8,783

行
政
収
入

扶助費 0 0

無 バリアフリー
対応状況12台

エレベーター
点字ブロック

トイレ
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直営 ― 期間



Ⅳ　施設運営の方向性（所管の考え方）
無 有 ）

転用・多目的化 民営化 他施設との統合 廃止
現状維持 その他（ ）
有 ）
無

人にかかるコストの割合（％）
開館１日当たりコスト(円)
利用者１人当たりコスト（円）
※子育て交流サロン、4階及び5階貸室、サークル室の利用者

94
451,270
10,456

95
219,796

94
437,184
6,799

183,769
5,567

85.0

R4年度(見込み)R2年度 R3年度H30年度
100.0

136,928

（計画名：

13,920

214,699
8,892

R元年度
97

278,987

指標
有形固定資産減価償却率(％)
１㎡当たりコスト（円）財

務
指
標
・
評
価
指
標
等

100
117,202

94.3

課題に対する
現時点での考え

○老朽化が進む施設の改修計画について検討していく。

議会、利用者等
からの意見

管理形態の変更の推移

利用者・地域のニーズ
子ども及び家庭に係る総合的な相談に関する事業、子育てに係る区民活動の支援に関する事業及び
地域交流室貸出の継続

現状・課題

○本建物は、昭和58年に宮地区民事務所として建設され、その後、区民事務所の廃止、宮地ひろば
館の開設を経て、平成１8年4月以降、子ども家庭支援センターとして管理・運営されていた。
（４、５階は地域交流室として貸出）
○令和２年４月に子ども家庭支援センターとしての相談機能は、子ども家庭総合センターに統合さ
れ移転し、当該施設は子育て支援課分室となり、子育て支援課分室、子育て交流サロン及び宮地ひ
ろば館となっている。
○建物については、順次設備等の改修を行っているが、老朽化した給排水設備、非常階段、外内壁
塗装等、今後計画的な改修を行う必要がある。
○ふれあい館整備ニュープランに基づき、将来的な施設にあり方について、所管課と調整を図って
いく必要がある。

10,000
実績値 18,198

計画の有無

目標指標
指標名・単位 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

● ○

○
●

（変更内容：

○
●

○
○

○
15,019 11,851 8,668

施設運営の方向性
○

R4年度(見込み)

子育て交流サロン等の
施設利用者数（人）

目標値 18,100 18,300 15,420

備
考

　開館１日当たりコストは、行政収入の合計を開館日数で除したものである。令和元年度から２年度にかけて大幅に減少し
ているのは、組織改正により職員が減員したことによるものである。

令和元年度３月より新型コロナウイルス感染防止の
ため、子育て交流サロンの利用を制限していること
から、利用者数が減少している。

令和２年３月以降は新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、利用を制限していることから、利用者数
が減少している。
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